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以下の資料をダウンロードしてください。

http://science-net.kahaku.go.jp/app/page/activity.html##studygroup

「第36回 GBIF関連サイトの使い方とより品質の
高いデータ提供のためのテクニック」

にあるファイル



ソートと
フィルタ



変なデータを見つける

エラー発見の基本原理

段ズレに注意する
多様すぎるデータには対応困難

1. ソートする
2. フィルタを利用する

注意！
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ソート

県名 県名

埼玉県□

見えないスペース
（ホワイトスペース）



フィルターの利用

「埼玉県」が3つ？？
→おかしい、と推論



検索だけでも見つけられる

Ctrl+F（検索）

cf. Ctrl+R（置換）

綱





エクセルの関数
関数：指定した値（1～複数）から、一つの値を誘導する

関数X A
引数

A=X+15 6

関数
X

A

A＝(X+Y)*10X=5
Y=2

70

Y



覚えておくと便利な関数
LEFT（文字列, 文字数）

Left(“ABCDE”, 2)=AB

RIGHT(文字列,文字数)
Right(“ABCDE”, 2)=DE

MID(文字列, 開始位置, 文字数)
Mid(“ABCDEF”, 3, 2)=CD

FIND(検索文字列, 対象, [開始位置])
[ ]はオプション（あってもなくてもよい）
Find(“ ”,“AB cdefg”, 1)=3

組み合わせ技で属と種を分ける

1） Find(“ ”, “Oryza sativa”,1)=6
2） Mid(“Oryza sativa”,7,100)=sativa
3) Left(“Oryza sativa”,5)=Oryza
4) 1)+2)でMid(“Oryza sativa”, Find(“ ”, “Oryza sativa”,1)+1,100)=sativa
※下線部が2）と同じになっている。

TRIM(文字列) 無駄なスペースを消す
Trim(“ABC＿”)=AB ※“＿”はホワイトスペース



IF：関数の結果の真・偽で判断を分ける
書式：IF(A論理式, [B真の場合], [C偽の場合])
Aが正しければB、それ以外はC
B,Cのどちらかは必ず入れる。
IF(X-Y>0, “Xが大きい”, ”Yが大きい”)
X=3，Y=5のとき、 ”Yが大きい”

覚えておくと便利な関数

1-関数.xlsxにいくつかの関数を見本で示
しました。



コピー→ペースト時に右クリック、「形式を選択し
て貼り付け」で「値（左から2番め）」を選ぶ。

関数を消す（“値複写”）

コピー

右クリック



VLOOKUP

VLOOKUP(B2,'Name List'!$A$1:$B$10,2,FALSE)
① ② ③ ④条件

元になる値 参照先範囲 何番目の列

①の値を覚え、
②の範囲の一番左の列からその値を見つけ
その列から数えて、③で与えられた番号の列の値を返しなさい。
④（オプション）ただし、完全一致の場合に限る

※ポイント：参照先を動かさないようにA1:B10ではなく$A$1:$B$

A B

1 ここにYの値を入れたい
X Y

1 1の対応値
2 2の対応値

Sheet1 Sheet2 (Name List)



1. 単純ミス・文字化け
2. 数値項目にありがちなミス
3. 一貫性に関するミス

具体例の紹介



ちょっと恥ずかしい・・・
フィルター機能を使えば、簡単に見破れるはず





※入力前に指定しておく

※「‘5017-10」でも、表示上はOKだが、余計
な文字が入るので使うべきではない。



1. 単純ミス・文字化け
2. 数値項目にありがちなミス
3. 一貫性に関するミス

具体例の紹介

参考資料D02参照





日付の形式

1. S-Netでは、「始まり」「終わり」がある。
2. 片方しかない時には、どちらか（はじめ）に一貫して入力。
3. 入力の形式はYYYYMMDD。
4. 不明の箇所は**で埋める。ただし、より上位が不明の場

合、下位は**とする。

○19750219
○197502**
○1975****
✕1975**19 → ○1975****
✕1975*219 → ○1975****
✕197**219 → ○********
✕197002** → ○197002**



①IF( ISNUMBER(B2),B2,"****")
Yrが数字かどうか調べ、空欄ならば”****"を返す

②IF(ISBLANK(C2),"**",IF(C2<10,"0"&C2,C2))
Moが空欄かどうか調べ、空欄ならば"**"を返す。空欄でなければ、10より小
さいかどうか調べ、小さければ、0で2桁にした文字を返す。それ以外は、そ
のままの数字（文字）を返す。

③IF(ISBLANK(C2),"**",IF(ISBLANK(D2),"**",REPT("0",2-LEN(D2))&D2))
Dayが空欄かどうか調べ、空欄ならば"**"を返す。空欄でなければ、Moが空
欄かどうか調べ、空欄ならば"**"を返す。以上に該当しなければ、0で2桁に
した文字を返す。それ以外は、そのままの数字（文字）を返す。

採集年月日情報をS-Net型に変更（1）

No Yr Mo Da ① ② ③ ④ ⑤
1 1963 12 191963 12 19 19631219 19631219
2 1982 4 11982 04 01 19820401 19820401
3 1955 12 151955 12 15 19551215 19551215
4 2014 10 2014 10 ** 201410** 201410**
5 2011 92011 ** ** 2011**** 2011****
6 **** ** ** ******** ********
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No Yr Mo Da ① ② ③ ④ ⑤
1 1963 12 191963 12 19 19631219 19631219
2 1982 4 11982 04 01 19820401 19820401
3 1955 12 151955 12 15 19551215 19551215
4 2014 10 2014 10 ** 201410** 201410**
5 2011 92011 ** ** 2011**** 2011****
6 **** ** ** ******** ********

①IF( ISNUMBER(B2),B2,"****")
②IF(ISBLANK(C2),"**",IF(C2<10,"0"&C2,C2))
③IF(ISBLANK(C2),"**",IF(ISBLANK(D2),"**",REPT("0",2-LEN(D2))&D2))
④E2&F2&G2
IF( ISNUMBER(B2),B2,"****")&IF(ISBLANK(C2),"**",IF(C2<10,"0"&C2,
C2))&IF(ISBLANK(C2),"**",IF(ISBLANK(D2),"**",REPT("0",2-
LEN(D2))&D2))

採集年月日情報をS-Net型に変更（2）

A B C D E F G H I
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1. 単純ミス・文字化け
2. 数値項目にありがちなミス
3. 一貫性に関するミス
4. レッドデータチェックに必要な項目
5. 変換ツールで治るミス

具体例の紹介

参考資料D02参照





前回提出から、何年かを経て提出する
複数の担当者がデータ作成に関わる

注意！



入力時に「見本」を示す
1 Sample data Sample data Sample data Sample data

2 Sample data Sample data Sample data Sample data

3 Sample data Sample data Sample data Sample data

4

5

6

7

8

9

10

11

12

ここから入力



ピボットテーブルは、とても便利な機能です。
この機会にぜひマスターしましょう。



データ入力のお行儀を知る

1.データには、数値（字）型と文字型がある。
数値型→計算できる；大小関係がある
文字型→計算できない；半角＝1バイト、全角＝2バイト

123 数字
123K 文字
123□（※□はスペース） 文字
６５ 文字
029-853-0000 文字

2.S-Netのデータ項目がどの形式かはマ
ニュアル参照
URL:http://science-net.kahaku.go.jp/contents/tool/dataconv_manual_v1.10.pdf



ホワイト行問題
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12

データがないはずの行に見えないデータが入っていることがある
念の為に、最初に削除



http://science-net.kahaku.go.jp/?ln=ja

参加機関・参加検討中の機関の方へ

サイトマップ





データクリーニングの重要なポイント

1.いつ
日付の形式

2.どこで
緯度経度を取得する
測地系に配慮する

3.何を
法規制種
レッドリスト種
学名のチェック



レッドデータチェックのために
ご協力をお願いします

和名
1. レッドデータチェックのため、不明でない場合は入力し

てください。
2. カタカナ表記で、1個だけ（レッドリスト掲載名）を入れて

ください。標準和名以外の情報は各備考欄に入力して
ください。

○ 「ベニテングタケ」「コムラサキ」「ニホンイイズナ」「コレラタケ」

☓［和名］に「ヒメネズミ（頭蓋骨）」

☓ 「ベニテングタケ（ベニテングダケ、紅天狗茸）」「コムラサキ 黒色型」「ニホンイイズナ
（本州亜種）」「コレラタケ＝ドクアジロガサ」

○［和名］に「ヒメネズミ」、［オカレンス備考（日本語） ］に「ヒメネズミ（頭蓋骨）」

※［和名］における雑種式は、全角の”×”(掛け算記号)をお使いください。
（例） 「ミヤマチョウジザクラ×タカネザクラ」



レッドデータチェックのために
ご協力をお願いします

都道府県（日本語）
都道府県名を必ず入れてください（県をまたぐ場合は”愛
知県／静岡県”のように入れて下さい）。



http://science-net.kahaku.go.jp/app/page/activity.html
に過去の資料あり
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